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0.は じめに

数の概念そのものは普遍的である。そして、文字表記でも、数は、算用数字(ア ラビア数字)

で書かれればほぼ世界共通に理解 される。 しか し、一方では数を表す語は、基礎語とみなす学者

もあることからもわかるように、各言語でその(音 声)形 態が大いに異な り、しかも古 くからそ

れぞれ使用 されてきているようである。

ところで、例えば、「八千」は 「はちせん」か 「はっせん」か、「一杯」は 「いちはい」 と読む

か 「いっぱい」 と読むか、 と聞かれれば、 日本語を母語とする人は即座に 「はっせん」「いっぱ

い」 と答えるであろう。 しか し、日本語を第二言語として学習 し始めた人にとって、これはけっ

してやさしくはない。 さらに、その学習者が、

「最初に数詞の読みとして 『一』は 『いち』、『八』は 『はち』と習ったのに、そして例えば 『八

万』は 『はちまん』、『六千』は 『ろくせん』、『一年』は 『いちねん』なのに、どうしてそれ らと

違 う発音になることがあるのか。」

「『一はい(杯)』 がどうして 『ぱい』 という音に変わるのか。」

と疑問を持 ったときに、どこまで、どのように説明できるだろ うか。

また、「四本」は 《しほん》か 《よんほん》か、「1チ ーム6名 で3チ ームまで」 というような

場合の 「1チーム」は 《ひとち一む》か 《いちち一む》か 《いっち一む》か、のような例になる

と、日本語を母語 とする人でも語形の判定にゆれがあった り、 どれでもよいと言わざるを得な

か った りする。

このように、例えば日本語学習において数をあらわすことばが意外にやっかいなのは、日本語

では、数をあらわす ことばに、次のようなふたつの大きな特徴があるからである。

(1)い くつかの系列の数詞が併存 していること。

(2)音 声形態が文字表記に反映していないこと。

日本語では、中国か ら伝わった漢語の数詞が早 くから使われ、日常語として定着しているが、

それ以前からあった和語の数詞 も一部分に使われ続けてお り、さらに外来語(特 に英語由来)の

数詞 も使われ始めている。また、 日本語の表記のあり方は、漢字仮名交 じりが標準であって、数

については漢字ないし算用数字で表記されることが多いため、文字から音声形態がつかみに くい

のである。注(1)

本稿では、現代の日本語のいわゆる共通語における、数詞の形態のバ リエーションをできるだ



け詳 しく記述 し、 より一般的ないし標準的な形態を認定することを目的とする。内容は、本来、

日本語学習者向けの辞書に記載するようなことがらである。注(2)しかしながら、現状では、数詞形

態全体についての包括的な記述は、きちんとなされているとは言い難い。

よりどころとするのは、主として筆者の観察 と内省とである。どの形態が一般的か、あるいは

標準的か、という判断は、あ くまで主観的なものである。

以下の記述において、音声形態を示す必要がある場合には、簡易的な音韻表示 としてひらがな

(長音は長音符号を用いた)で 表示する。本文中で言及するときは 《 》でくくって区別できる

ようにした。語の通常の表記形態は 「 」で示 し、必要に応 じて漢字表記 と現代仮名遣いのひら

がな表記を併記する。また、同一の語に複数の形態が併存 している場合、より一般的ないし標準

的と思われるものを先に示すようにした。

1.数 詞の基本形態

日本語では、数をあらわす語の発音に複数の形態があ り、音環境や接辞による変異も多いので

注意が必要である。数詞の系列は、もっともよく使われる漢語系列の他に、和語系列と、外来語

(英語由来が主)系 列とがある。

1.1漢 語系列

一般的に使われるのは、次に10までの発音を示す漢語(主 として呉音)の 数詞の系列である。

【漢語数詞系列】

12345678910

いち に さん し ご ろく しち はち きゅ一 じゅ一

く

11以上では、基本的に主として漢語数詞系列の語形を使用する。漢語系列では、次に示す よう

に、十進法による規則的な語形を使 うので、非常に覚えやすい。

38(さ ん 十 じゅ一)十 はち

十の位の数 位の名称 一の位の数

この中の、「位の数+位 の名称」という複合形態形成の規則は、何桁の数になっても、基本的に変

わらない。

さらに、大きな数をあらわすものとしては、次のようなものがある。「兆ちょう」の上にも 「京

けい」などがあるが、日常ではこれ以上の位名称はふつ う使わない。

算用数字1001,00010,000100,000,0001,000,000,000,000

音声形態 ひゃく せん(い ち)ま ん(い ち)お く(い っ)ち ょ一

漢字表記 百 千 万 億 兆



　 数が大きくなったときの、複合形態形成規則は、おおよそ次のようになる。

　　　【漢語数詞系列の複合形態形成規則】

　　　　1.下 から4桁 ごとに区切って、区切 りとなる位に特別の名称がある(下 から一つ 目の区

　　　　 切 りとなる位は 「万まん」、二つ 目は 「億お く」、三つ 目は 「兆ちょう」などなど)。

　　　　 ただし、万未満の4桁 については、区切 りの位名称がない。

　　　 2.そ れぞれの区切 りまでの数の後に、区切 りの位名称を言 う。

　　　 3.区 切 りの中は、上から 「千せん」「百ひゃく」「十 じゅう」「一いち」という名称の位が

　　　　 ある。

　　　 4.区 切 りの中では、それぞれの位の数の後に位の名称を言 う(「位の数+位 名称」)。ただ

　　　　 し、一の位は、位名称をつけないで単に数を言 う。

　　　 5。 数が0の 位は、数 も位名称 も言わない。

　　　 6.区 切 りの中の位の数がすべて0な ら、区切 りの位名称も言わない。

　　　 7.「 千」「百」「十」の前の数が1の 場合、ふつ うは単に 《せん》《ひゃく》《じゅ一》と言

　　　　 う。

　　　 8.「 百ひゃく」は、前接要素により 《びゃく》《ぴゃく》 と形が変化することがある。

　 数字での表記に関わる、もっとも重要な点が、項 目1.で ある。英語など印欧語では、区切 り

の位名称として3桁 ごとの名称が用いられる場合が多い。例えば、英語を例にとると、下から順

に"thousand,　 million,　billion,　trillion,……"と なっている。そのため、数字での表記では、ふつ

う3桁 ごとにカンマがつけられるのである。 しか し、日本語として読む上においては、漢語数詞

系列では、区切 りの位名称は4桁 区切 りでついているので、4桁 ごとにカンマがある方が便利で

ある。学校教育でも、英語を学習するまで(つ まり、小学校で)は 、次に示すように4桁 区切 り

で表記する方が望ましい。

　　　 123,456,789,012(通 常の3桁 区切 りの表記)

　　　 1234,5678,9012(4桁 区切 りでカンマをつけたもの)

　　せんにひゃくさん じゅ一よんおくごせんろっぴゃくなな じゅ一はちまんきゅ一せん じゅ一に

この例の中央の4桁 をとりあげれば、次のような構造になっている。

　　　 {(ご 十せん)十(ろ っ十ぴゃく)十(な な十じゅ一)十 はち}十まん

　　千位数　位名称　 百位数　位名称　　十位数　位名称　一位数　一つ目の区切 りの位名称

　 ところで、上の例の中で、下4桁 での百の位の数が0で ある。そのとき、「9012」は 《きゅ一せ

ん じゅ一に》と、百の位の数およびその位名称を言わない。もし、4桁 区切 りの中の4つ の位の

数がすべて0な ら、その区切 りの位名称 も言わない。たとえば 「1234,0000,0000」(通 常の表記で

は 「123,400,000,000」)は 、《せんにひゃくさん じゅ一よんおく》であって、「万まん」はない。

これを指しているのが項 目5.と 項 目6.で ある。ただ し、そろばんの読み上げ算など、間違い



を避けたいときには、数が0の 位について 「とんで」と言 うことがある。「1004」を 《せんとんで

とんでよん》などと言 う。また、下の位の数が0な ら、「1000」を 《せんち ょ一ど》 のように、

　「ちょうど」などの表現をつけて言うこともある。注(3)

　 項 目7.は 、例えば、《せんひゃくじゅ一えん》すなわち 「千百十円/1,110円 」は、千の位 も

百の位も十の位も、数が1で あることを意味する、ということである。4.の 「位の数+位 の名
'称

」 という語形形成規則の例外である。ただし、必要があれば数1で も位の数を言 うことはでき

る。特殊な場合、例えばラジオの株式市況などでは、《いっせんいっぴゃくえん》とい うように言

うことがある。 これら 「十」「百」「千」 とい う位は、項 目3.に あるように、4桁 区切 りの中の

位名称である。「万」「億」「兆」などは、これらと違って、項 目1.に あるように4桁 区切 りごと

の位名称なので、具体的な数 として使 うときには、数が1で も必ず 《いちまん》《いちお く》のよ

うに言 う。

　 また、項 目8.は 、ハ行音で始まる形式が数詞の後に続 くとき、ハ行音がバ行音またはバ行音

に変わるとい う現象である。この変化は、数詞の後にいわゆる助数詞が続 く場合も含めて、ある

程度規則的なので、後に説明する。

　1.2　 和語系列

　 一方、もともと日本語にあった和語の数詞の系列は、次のようなものである。

　　　【和語数詞の第一系列】

　　　　12345678910

　　　 ひ ふ み よ いつ む なな や ここ と一

しかし、この数詞を単独で使 うことは、相撲や日本舞踊などの伝統文化 ・芸能の世界を除けば、

　もはやほとんどない、 と言って よい。

　　さらに、大きな数をあらわすものとしては、次のようなものがある。

　　　はた(20)　 もも(100)　 ほ 《お》(100)　 ち(1,000)　 よろず(10,000)

　《ち》《よろず》は、厳密な数 というより 「数が大きい」とい う意味で用いられたものであったと

言われる。「二十はた」については、「二十歳はたち」「二十日はつか」「十重二十重 とえはたえ」

　という語形が現在 も使用 されるが、それ以外は 「百恵 ももえ」 「五百里いお り」「千畝ち うね」の

　ような固有名詞や 「八百屋やおや」「千万/千 萬ちよろず」「万屋/萬 屋よろずや」などが見られ

るくらいで、ほとんど使用されない。

　　また、この他に 「三十路みそ じ」「四十路 よそじ」「晦日(も ともとは三十日)み そか」のよう

な形態もある。

　　これらとは別に、和語の数詞に 「つ」のついた形がある。形態的には 「つ」を助数詞とみなす

　こともできるけれども、その使用範囲は広 く、抽象的なものについては、他の助数詞はほとんど



使えないこともあ り、「つ」のついた形全体で、和語の数詞とみなしておくことにする。「和語数

詞の第二系列」と呼ぶことにしたい。それに対し、上記の系列は 「和語数詞の第一系列」 とい う

ことになる。

　 芸人が十人以上の客を呼べるようになる(=つ ま り、一人前になる)こ とを指す 「つばなれ」

ということばがある。事実、次に示す ように 「つ」がつ くのは数が9ま でで、10は、《と一》のま

まである。

　　　【和語数詞の第二系列】

　　　 123456789　 10

　　 ひとつ　ふたつ　みっつ　よっつ　いつつ　むっつ　ななつ や っつ 　ここのつ　 と一

　　　　　　　　　　 みつ　　よつ　　　　　　むつ　　　　　　やつ

　 下の列に併記 した促音のはいらない形態は、 もとの古い形が残っている語の中に限定され る。

「三つ編み、三つ折 り、三つ子、三つどもえ、三つ葉、三つ又、三つ 目、三つ指」「四つ足、四つ

角、四つ切 り、四つ相撲、四つ辻、四つ葉、四つ身」「六つ子、暮れ六つ」「おやつ、八つ当た り、

八つ頭、八つ切 り、八つ裂き、八つ手、八つ橋」などである。

1.3　 外来語系列

　 このほか、外来語として、英語由来の数詞もかな り使われるようになってきた。喫茶店などで、

「ワンホッ ト」(ホッ トコーヒーひとつ)と いうような使い方もよく耳にする。

　　 【外来語(英 語由来)数 詞系列】

　　　 12345678910

　　 わん　　つ一　　す り一 ふぉ一 ふぁいぶ しっくす せぶん えいと　ないん　 てん

　　　　　　　　　　　　　　ふぉあ

　 このうち、「フォア」は、「フォアボール」、ボー トの 「(舵無 し/舵 付 き)フ ォア」の場合に使

われる形態である。

　 「ワ ン ア ン ダ ー 」 「ワ ン ヒッ ト ワ ン エ ラ 司 「ワン ゴ ー ル ツ ー ア シ ス ト」 「ツ ー トッ プ 」 「ス リ ー

ス トロ ー ク」 「ス リーベ ース ヒッ ト」 「フ ァイ ブ フ ァ ウル」 「ナ ンバ ー エ イ ト」 な ど、ス ポ ー ツ関 係

で は英 語 数 詞 を含 む 語 が 数 多 く使 われ て い る。 ま た、 これ らの 他 に 「ワ ンマ ンカ ー」 「ワ ンボ ック

ス カー」 「ワ ンサ イ ド」 「ワ ンカッ プ」 「ワ ンペ ア」 「ツ ーパッ ク」 「ツー トンカ ラ ー」 「ス リー カ ー

ド」 「セ ブ ンス タ ー」 「テ ンポ イ ン ト」 な どの例 に も見 られ る よ うに 、 た い て い の 場 合 、外 来 語 の

数 詞 は外 来 語 の名 詞 や 助 数 詞 の前 で用 い られ る。

　 しか し、 「ベ ス トテ ン」 「ワー ス トス リー」 の よ うな 例 や 、 喫 茶 店 の 従 業 員 な どが 、 「ホ ッ トワ



ン」(ホッ トコーヒーひとつ)「焼肉定(食)ワ ン」とい うように、名詞の後に数詞を単独で言 う

例もある。また、「セブンイ レブン」のような数詞(の 組み合わせ)の みの固有名詞や、「ナイン

(1チ ームの成員、野球の場合)」 「イ レブン(同 、サッ カー)」 「フィフティーン(同 、 ラグ

ビー)」、ボー トの 「フォア(漕 ぎ手四人)」 「エイ ト(同 八人)」のように、数詞語形のまま、普通

名詞として使 うものもある。1/2を 意味する 「ハーフ」、1/4を 意味する 「クオーター」 も、

外来語としての使い方は普通名詞である。

　英語以外の言語に由来するものとしては、現代中国語由来の1《 い一》、2《 りゃん》、3《 さ

ん》、4《 す一》、5《 う一》、6《 りゅ一》、7《 ち一》、8《 ぱ一》、9《 ちゅ一》が、麻雀でよ

く使われる。それ以外では、フランス語由来の 「トリコロール(カ ラー)」ぐらいであろ うか。た

だ、この場合は、本来は 「トリ」が 「三」「コロール」が 「色」に相当す るけれ ども、実際には

「トリ」に数量3の 意味を意識 しておらず、 フランス国旗 を指す、または 「トリコロール カ

ラー」 という語形で、それに使われる赤 ・白 ・青の三色の取 り合わせを指す、普通名詞 として用

いていることが多いようである。

1.4　 ふつうに使 う数詞の形態

　 さて、上記のように、由来からすると日本語には三種類の系列の数詞が存在していることにな

る。しかし、実際の使われ方を観察すると、1か ら10については、次に示すような形態が一般的

によく使われる。

　　 【一般的な数詞形態の第一系列】(主 として漢語数詞系列)

　　　 12345678910

　　 いち　　 に　　 さん　　よん　　 ご　　 ろく　　 なな　　はち　　きゅ一　 じゅ一

　　　　　　　　　　　　　　　し　　　　　　　　　　しち　　　　　　 く

　　 【一般的な数詞形態の第二系列】(=和 語数詞の第二系列)

　　　 123456789　 10

　　ひとつ　ふたつ　みっつ　よっつ　いつつ　むっつ　ななつ　や っつ　ここのつ　　と一

　上段に示 したのは漢語数詞系列中心の語形である。ただ し、漢語数詞本来の形と異なる部分が

ある。漢語なら、4は 《し》、7は 《しち》であるけれども、実際にはここに示したように和語数

詞の語形に基づ く 《よん》、《なな》が優勢になっている。漢語数詞の語形では、《いち》 と 《し

ち》、《に》と 《し》などを聞き間違えやすいという事情が、そのような変化の背景にある。 ラジ

オの株式市況や気象情報の気圧など、数値が情報 として重要な場合には、《よん》《なな》のほか、

2を 《ふた》と言 うとい う工夫がなされている。1音 節の語、無声子音で始まる語形をなるべ く

避けているのである。 また、9は 《く》 と発音す ることもあるが、 これ も同様の理 由か らか、

《きゅ一》(漢 音だとされている)の 方が優勢である。



　 また 、数 の小 さ い方 か ら の数 唱(数 の名 称 を 順 に 唱 え る こ と)で は1音 節 の 《に》《ご》 がふ つ

うだ が 、後 で述 べ る カ ウ ン トダ ウ ンや 、 「231452」 の よ うな数 の羅 列 を 読 む と きに は 、《に 一 さ ん

い ち よん ご 一に 一》 の よ うに 、《に 一》《ご 一》 と長 音 化 させ て な るべ く2拍 に そ ろ え る のが ふ つ

うで あ る。

　 下 段 に示 した の は、 前 述 した 和 語 数 詞 第 二 系 列 、 つ ま り 「つ」 のつ いた 形 そ の ま まで あ る。 こ

ち らの系 列 もか な り使 わ れ る。 数 を た ず ね る疑 問 詞 が 「い くつ 」 と 「つ 」 の つ く形 態 で 、 しか も

9歳 ま で の年 齢 を あ らわ す の に 、 この 「つ」 の つ く形 が よ く使 わ れ るた め 、 幼 児 の 言語 習得 で も

この系 列 が か な り早 くみ られ る。 「○ ○ ち ゃん 、い くつ?」 「ふ た つ。」 とい った 会 話 は よ く耳 にす

る。 また 、抽 象 的 な こ とが らを数 え上 げ る よ うな 場 合 に は 、 この系 列 が よ く使 わ れ る。 「ひ とつ 思

い つ い た こ とが あ る。」 「み っつ ほ ど難 点 が あ る。」 な ど。

　 11以 上 に つ い て は 、 下 の 系 列 は使 わ ず 、基 本 的 に 上 の第 一 系 列 の語 形 を使 う。 そ の数 の中 に 含

まれ る4、7、9の 形 態 に つ い て も 、 や は り、 《し 》《し ち 》 《く》 よ り、 《よ ん 》 《な な 》

《き ゅ 一》 の 方 が優 勢 で あ る。

　 た と え ば 、20《 に じ ゅ 一 》30《 さん じゅ 一 》40《 よん じ ゅ 一 》50《 ご じ ゅ 一 》60《 ろ く

じゅ一》70《 な な じゅ一》80《 は ち じゅ 一》90《 き ゅ 一 じゅ一》 が標 準 的 で あ る。 この うち40に

つ い て は 《し じ ゅ一》、70に つ い て は 《しち じゅ 一》 も あ り うる。 た だ し、《*く じゅ 一》 と言 う

こ とは 、 「九 十 九 里 浜」 《く じゅ 一 く りは ま》 の よ うな 固有 名 詞 を 除 け ば 、 ほ とん どな い 。 ま た 、

百 以上 の位 につ い て は、 《し》 《し ち》《く》 を使 うこ とは 、 「四 万 六 千 日」 《しま ん ろ くせ ん に ち 》

が 思 い浮 か ぶ ぐら いで 、 きわ め て まれ で あ る。11以 上 の数 の一 の 位 は 、54《 ご じゅ 一 よん 》17

《じゅ 一 な な》89《 は ち じゅ 一 き ゅ 一》 な ど、や は り 《よん 》 《な な》 《き ゅ 一》 の方 が ふつ うで

あ るが 、 《ご じゅ一 し》 《じゅ 一 しち》 《は ち じゅ 一 く》 もあ りうる。

　 一 般 的 に 言 え ば 、《し》《しち》 《く》 とい う形 態 は、 上 の位 ほ ど使 い に くい。 そ の た め、た と え

ば2ケ タの 数 で は 、 十 の位 で 《し》《しち 》を 使 った ら、一 の 位 も 《し》《しち》《く》 を使 う場 合

が 多 い よ うで あ る。 た とえ ば 、47に つ い て 《よん じゅ 一 な な 》 《よん じ ゅ 一 しち 》 《し じ ゅ 一 し

ち》 は あ り うるが 、《し じゅ 一な な 》 は許 容 度 が低 く、79に つ い て 《な な じ ゅ 一 き ゅ一一》 《な な

じゅ一 く》 《しち じゅ 一 く》 は あ り うるが 、《しち じゅ 一 き ゅ一》 は 、許 容 度 が低 い。

　 ま た 、助 数 詞 に よっ て、 読 み 方 に 制 限 や 傾 向 が 見 られ る もの が あ る。 こ こは 、 助 数 詞 の 記述 が

直 接 の 目的 で は な い の で、 詳 述 は しな い が 、 例 え ば 時 間表 現 の一 部 に は数 量9に つ い て 一定 の傾

向が あ り、 と りた て て扱 わ ね ば な らな い。 具体 的 に例 を示 せ ば、 「9字 」 は 《き ゅ 一 じ》が ふ つ う

で 、 数 が 十 以 上 で も同 様 に 「39字」 な ら 《さん じ ゅ一 き ゅ 一 じ》 とな るけ れ ど も、 同 じ音 声 形 態

の 助 数 詞 で も 「9時 」 は 《く じ》 で あ り、 「19時」 は ふ つ う 《じ ゅ一 く じ》 で あ る。注(4)

　 な お 、 数 量4、7に つ い て は 、 和語 助 数 詞 で は和 語 系 列 で 《よ》、 《な な 》 に な る。 「粒 つ ぶ 」

「束 た ば 」 な ら、《よつ ぶ 》《よた ば》、《な な つ ぶ 》《な な た ば》 とな る。 さ らに 、和 語 助 数 詞 で な

くて も、数 量4で 、《よ》 とい う形 式 が特 定 の助 数 詞 の前 に 現 れ る こ とが あ る。「四 人 よに ん 」「四

年 よね ん」 「四 時 間 よ じか ん 」 「四 円 よえ ん」 「四段 よだ ん」 な ど で あ る。



1.5　 ダ ー ス 、 グ ロス

　 「ダ ース 」 は 、 数 量12で ひ と ま と ま りとす る数 え方 で あ る。 「グ ロス」 は 、 そ の ダ ー ス が12集

ま った 数 量 で あ る。 これ らは 、 具 体 物 に 使 わ れ る こ とが ふ つ うで あ るが 、 特 に そ の 対 象 を 限定 し

な いの で 、 助 数 詞 とは 考 え な い 。 む しろ 、原 理 的 に は、12進 法 の位 の名 称 と考 えた 方 が よい。

　 た だ し、 これ らを 使 った と きは 、 ふ つ うそ の後 ろ に助 数 詞 をつ けな い の で 、 分 布 の 上 か らは助

数 詞 相 当 で あ る。

2.特 殊 な 場 合

　 カ ウ ン トダ ウ ンの よ うに 、数 の 唱 え方 が異 な る場 合 や 、 自然 数 以外 の場 合 に つ い て 、 ひ とわ た

り整 理 して お く。

2.1　 カ ウ ン トダ ウ ン と 「0」

　 次 に 、 数 を 「数 え 下 げ る」 場 合 につ い てふ れ て お く。 ロケ ッ トの発 射 前 の秒 読 み の よ うに カ ウ

ン トダ ウ ンす る と きの数 の形 態 で あ る。

　 　 【カ ウ ン トダ ウ ンの数 詞 語 形 】

　 　 　 109876543210

　 　 じゅ 一 　 き ゅ 一 　 は ち 　な な 　ろ く　 ご一 　 よん 　 さん 　に 一 　い ち 　ぜ ろ

筆 者 の観 察 で は 、 ほぼ 十 人 中 十 人 が 、 この よ うに 発 音 して い る よ うで あ る。9を 《く》、7を 《し

ち 》、4を 《し》 とい う変 異 もほ とん どみ られ な い 。5と2は 、《に 一》 《ご 一》 と長 音 化 させ て2

音 節 で揃 え るの が ふ つ うで あ る。 ま た、 カ ウ ン トダ ウ ン とい う数 唱 の しか た そ の もの が 、 ア メ リ

カあ た りか ら入 って きた せ い な のか 、0は 必 ず と言 って よい ほ ど 《ぜ ろ》 で あ る。

　 0は 、漢 語 数 詞 な ら 「零 れ い 」 で あ る。 「0点 」 は 《れ い て ん/れ 一 て ん》 とい うよ うに 発 音 す

る。 け れ ど も、 敗 戦 前 か ら 「零 式 戦 闘機 」 を 「ゼ ロ戦」 とい い な らわ して いた 例 もあ る よ うに 、

外 来 語 の 《ぜ ろ 》 も よ く使 わ れ る。

　 0に つ い て は 、和 語 数 詞 に は 、 これ に 相 当 す る もの が な い。 「な い」 「な し」 「あ りませ ん 」な ど

と言 うしか な い 。0は 、数 学 的 に は重 要 な概 念 で あ って 、0と 示 され れ ば そ れ が 存 在 す る こ とに

な るが 、 日常 の 日本語 で は、 「0が 存 在 す る」 とい う言 語 表 現 の型 よ りは 、 「何 も存 在 しな い」 と

い う言語 表 現 の型 を使 うのが ふ つ うで あ る。 「い くつ あ ります か 。」 とい う質 問 に対 しては 、(英 語

の"There　is　 no～."の よ うな発 想 で)「 零 あ ります 。」 とか 「ゼ ロあ ります 。」 とか 答 え る こ とは

な く、否 定 的 に 「あ りま せ ん。」 とか 「ひ とつ も あ りませ ん。」 とい う よ うに 答 え るの で あ る。

　 な お 、 数 字 が 並 ん で い て も、 桁 が位 を あ らわ して い な い 、 た とえ ば電 話 番 号 や 部 屋 番 号 な どで

は 、 数 の 名 称 を そ の ま ま続 け て言 う ことが 多 い 。 この と き、0は 《れ い/れ 一》 《ぜ ろ 》 また は



《ま る》 と読 まれ る こ とが あ る。 「104」を 《い ち れ 一 よん》、 「0123」 を 《ぜ ろ い ち に 一 さ ん 》、

「402号」 を 《よん ま るに ご 一》 な ど。英 語 の よ うに0を 《お 一》 とい う(「007」 を 「ダ ブ ル オ ー

セ ブ ン」 な ど)こ とは な い 。 特 殊 な もの で は 、 「110番」 の 《ひ ゃ く と一 ば ん》 が あ る。

2.2　 小 数 ・分 数 ・平 方 根

　 小数 点 は 、 ふ つ う、《て ん 》 と言 うの で 、1以 下 の 小 数 、 た とえ ば 「0.5」 は 、 《れ い て ん ご/

れ 一 て ん ご》 と言 う。小 数 点 以下 は、数 の羅 列 と同様 に 、 「1.3768」 な ら 《い ちて ん さん な な ろ く

は ち》 の よ うに 、数 の名 称 を並 べ て い く。 何 らか の単 位 を 使 う場 合 、 そ の 単 位 に よ って は 、 小 数

点 の と ころ にそ の単 位 名 称 を使 う こと も あ る。 「5.26秒 」 は、 《ご 一て ん に 一 ろ くび ょ 一》 で も よ

いが 、《ごび ょ一に 一 ろ く》 と も言 う。 た だ し、 この 「秒 」 に つ い て は 、 とき に、100分 の1秒

と い う意 識 か らか 、 《ごび ょ 一に じ ゅ一 ろ く》 と言 う人 もあ る。 また 、 「1.53m」 を 《い ち め 一 と

る ご じゅ 一 さん 》 の よ うに 言 う場 合 も あ るが 、 これ は後 の 「セ ンチ メ ー トル」 が省 略 され た もの

と見 るべ きで あ ろ う。

　 な お 、 小 数 点 以 下 の 数 が あ る場 合 に 、 整数 部 分 の一 の位 の2と5は 、《に 一て ん さん》 《じ ゅ一

ご 一て ん は ち に 一》 とい うよ うに 、《に 一》 《ご 一》 と長 音 化 す る傾 向 が あ る。

　 数1の 半 分 は 、0.5で あ る が 、 「つ」 のつ いた 形 や 助 数 詞 ・単 位 を 使 うと きに は 、 「半 はん 」 とい

う語 形 を 使 うこ とが あ る。 「饅 頭 を 二 個 半 食 べ た 。」 「一 歳 半」 「ひ とつ 半 」 「三 時半 」 「三 メ ー トル

半 」 「四 畳 半 」 な どと使 う。 一 部 の 助 数 詞 に つ い て は 、 「半 個 は ん こ」 「半 年 は ん と し」 「半 日は ん

に ち」 の よ うな語 形 も可 能 で あ る。 助 数 詞 で は な い が、 「半 ダ ー ス」 と も言 う。 「半 分 は ん ぶ ん 」

とい う語 形 もあ る が、 これ は(ひ とつ 、ふ た つ と数 え られ る)離 散 量 に しか使 え な い の で、 「*一

歳 と半 分 」 とか 「*三 時 と半 分 」 とか 言 う こ とは で きな い 。 また 単 独 で 「饅 頭 を(一 個 の)半 分

食 べ た。」 の よ うに 使 え る 。 全 体 の 数 量 が1以 上 な ら、必 ず 「と」 を使 っ て、 「二個 と半 分 」 の よ

うに言 う。

　 分 数 は、分 母 の数 を 先 に 言 い、 「ぶ ん の」 を間 に入 れ て 分 子 の 数 を 言 う。分母 が1で も同様 で あ

る。 《じゅ一 さん ぶ ん の な な 》《さん ぶ ん の ご》 な ど。 帯 分数 は 、 か つ て は整 数 部 分 の数 に 「か」

を つ け て、《に か さん ぶ ん の い ち》 の よ うに言 っ た が、 現在 の学 校 教 育 で は 「と」 をつ け て 《に と

さん ぶ ん の い ち》 の よ うに 言 う こ とに な って い る。

　 平 方 根 な どの 根 は 、 「ル ー ト」 を頭 につ け て 、《る 一 と さん》 の よ うに 言 う。 「3√27」 は 《さん

る 一 とに じ ゅ 一 な な 》 で あ る。 べ き 乗 は 、 数 の後 に 「の」 を 介 して 、 べ き 数 を 「2乗 、3

乗 、 … … 」 と言 う。 《ご の に じ ょ一》、 《に の な な じ ょ一》 な ど。 な お 、 「2乗 」 に つ い て は 、 《じ

じ ょ一》(自 乗)と 言 う こ とが あ る。

2.3　 倍 数

　 あ る数 が 、 あ る数 に ど れ だ け 乗 じた 数 に 当 た る か を 示 す に は 、 「倍 ば い 」 と い う形 を 使 う。

《き ゅ 一ば い 》 《に の な な て ん さん ば い》 《ろ くの に ぶ ん の さ ん ば い》 な ど。 た だ し、2を 乗 じた



数 に 当 た る場 合 に つ い て は、 単 に 「倍 ば い」 と も、 「二倍 に ば い 」 とも、 あ る い は 、時 に 「一 倍 い

ち ば い 」(「人一 倍 働 く。」)と も言 う。 つ ま り、 「倍 」=「 一 倍 」=「 二 倍 」 な の で あ る。

2.4小 さな数 ・割 合

数1以 下 につ い て、10分 の1に 「割 わ り」100分 の1に 「分 ぶ」1000分 の1に 「厘 りん」、 さ ら

に まれ に 、10000分 の1の 「毛 も う」100000分 の1の 「糸/絲 し」 と い う位 名 称 が 使 わ れ る こ とが

あ る。 利 息 の利 率 ・歩 合 、 野球 の打 率 、 ス ポ ー ツの勝 率 な ど に使 う。

3.形 態 の変 異

数 量4の 場 合 の 《し》 と 《よん》 の よ うな 、系 列 の 間 の ゆ れ や 、《に 一》 《ご一》 の よ うな長 音

化 の例 につ いて は 、 こ こ まで述 べ て き た とお りで あ る。 この 他 に 、特 定 の音 環 境 に よ る音 の変 化

が あ る の で、 そ れ に つ い て整 理 す る。

形 態 の変 異 に つ い て は 、本 稿 で と りあ げ なか った ア クセ ン トを含 め て 、 日本 放 送 協 会 編(196

6)『 日本 語 発 音 ア クセ ン ト辞 典 』 に 詳 しい記 述 が あ り、 そ の 内容 は、 日本 語 教 育 学 会 編(1982)

『日本 語教 育 事 典』 に も転 載 され て い る。注(5)また 、東 中 川 ・東 雲(1996)に 、簡 潔 で要 を得 た整

理 が あ る。 注(6)それ らを 参考 に述 べ る こ と にす る。

3.1後 項 要 素 の 変 異

3.1.1濁 音 化(連 濁)

複 合 語 の語 形 形 成 に お け る連 濁 現 象 は 、 ふ つ うは、 複 合 語 の後 項 要 素 が 和 語 で あ って 、 も と も

と濁 音 を含 まな い 、 とい う条 件 下 で お こ るが 、 数 詞が 前 項 要 素 の場 合 に は 、 後 項 要 素 が 漢 語 で

あ っ て、 前 項 要 素 が 数 詞 「3さ ん」(数 詞 以外 では 「何 な ん」)の 場 合 に 限 定 され る。 しか も、 さ

ほ ど濁 音 化 す る例 は 多 くな い。

ハ行 音 に つ い て は3.3で 別 に 扱 うこ とに して 、そ れ 以 外 の 力行 音 、 サ 行 音 の 例 を あ げ る と、

「三 階 」 《さ ん が い》 「三 軒 」《さん げ ん》 「三足 」 《さん ぞ く》 な どが あ る。

「三 回 」 「三 勝 」 「三 点 」 な どは 連 濁 しな い し、か つ て は 連 濁 が ふ つ うだ っ た と 思 わ れ る 「三

寸 」 「三 艘 」 「三層 」 も、 も、注の 《さ んす ん》 《さんそ 一》 《さ ん そ 一》 で 違 和 感 が な い(さ す が に

慣 用 句 の 「舌 先三 寸」 は 《した さ き さん ず ん》 だ が)。 「三 階」 「三 軒 」 「三 足 」 で さ え 、 《さ ん か

い》 《さ んけ ん 》《さんそ く》 とい う発 音 が か な り聞 か れ る よ うに な った。 これ ら の連 濁 は消 えつ

つ あ るの で は な い か。 な お 、和 語 助 数 詞 の場 合 は 、例 え ば 「一 しな(品)」 「一た ま(玉)」 だ と、

《み しな》 《さん しな》、《み た ま》《さ ん た ま》 の よ うに 、前 項 要 素 の数 詞 が 和 語 で も漢 語 で も連

濁 しな い よ うで あ る。

3.1.2ハ 行 音 の 変 化

後項 要 素 の最 初 の音 節 が ハ行 音 の 時 、 バ 行 音 な い しバ 行 音 に 変 化 す る こ とが あ る。 これ に は か

な り規 則 性 が あ る。 この音 変 化 に は 、 前 項 要 素 で あ る数 詞 の 音 変 化(促 音 化)が 関 係 して い るの



で 、3.3で ま とめ て 整 理 す る。

3.2前 項 要 素(=数 詞形 態)の 変異 一 促 音 化 注(8)

後項 要 素 が 無声 子音 で 始 ま る場 合 、前 項 要 素 で あ る数 詞 の 「1い ち」 「6ろ く」 「8は ち 」 「10

じゅ う」 の末 尾 が 促 音 に な る こ とが あ る。注(9)この うち 、 「10じゅ う」 に つ い て は 、《じっ》 ま た は

《じ ゅ っ》 とい う形 の ゆれ が あ る。 注(10)

「1い ち 、10じ ゅ う」 は 、 どの 無 声 子 音 の 前 で も原 則 的 に 、「6ろ く」 は 力行 とハ行 で は 原 則 的

に 、促 音 化 す る。 「8は ち」 は どの無 声 子 音 の前 で もお おむ ね 、 促 音 化 す る。 「お おむ ね 」 と した

の は、 「8頭 」 《は ち と 一》 「8進 法 」 《は ち しん ほ 一》 「8巻 」 《は ちか ん》 「8本 」 《は ち ほ ん》 の

よ うに、 促 音 化 しな い 形 態 もか な り聞 か れ るか らで あ る。

音 環 境 に よ る違 い に つ い て は 以 下 で整 理 す る が 、先 に数 詞 に位 名 称 が 続 く場 合 を と りあげ て お

く。位 名 称 の前 で の数 詞 の促 音 化 に は 、 「六 百 ろ っぴ ゃ く」 「八 千 は っせ ん」 「一 兆 い っち ょ う」 の

よ うな 例 が あ る。 「百 」 で は 「6ろ く」 「8は ち」 が 、 「千 」 で は 「8は ち」 が 前 接 す る と き促 音 化

す る。 な お 、 「百 」 「千」 の前 に 「10じ ゅ う」 が来 る こ とは な い し、 ふ つ うは 「1い ち」 が 来 る こ

と もな い。 た だ し、必 要 が あれ ば 《い っぴ ゃ く》《い っせ ん 》 と言 うこ とは あ る。 「兆 」 は 、 「1・

8・10」 が前 接 す る とき促 音 化 し、 「京 け い」 で は 、 「1・6・8・10」 が 前接 す る と き促 音 化 す

る。

3.2.1後 項 要 素 が サ 行 音 ・タ行 音 で 始 ま る場 合

数 詞 「1・8・10」 が 前 接 す る と き、促 音 化 す る。位 名 称 の 「千 せ ん」 「兆 ち ょ う」 の他 、助 数

詞 ・単 位 の例 と して は 、 サ 行 で は 「一 さい(歳)、 一 しゅ う(周)、 一 し ょ く(色)、 一 しん ほ う

(進 法)、 一す ん(寸)、 一せ き(隻)、 一せ き(席)、 一せ ん(銭)、 一 そ う(艘)、 一そ く(足)」 、

タ行 で は 「一た い(体)、 一 ち ゃ く(着)、 一つ う(通)、 一 て き(滴)、 一 て ん(点)、 一 と う

(頭)」 な どが あ る。

3.2.2後 項 要 素 が 力行 音 で始 ま る場 合

数 詞 「1・6・8・10」 が前 接 す る と き、 促 音 化 す る。 位 名 称 の 「京 け い」 の他 、助 数 詞 ・単

位 の例 と して は、 「一か い(階)、 一か い(回)、 一 か く(画)、 一 か ん(貫)、 一か ん(巻)、 一 き

(機)、 一 く(句)、 一 く(区)、 一 くか く(区 画)、 一け ん(軒)、 一 け ん(件)、 一 こ(個)、 一 こ

(戸)」 な どが あ る。

3.2.3後 項 要 素 が ハ 行 音 で 始 ま る 場 合

数 詞 「1・6・8・10」 が 前 接 す る と き、促 音 化 す る。 位 名 称 の 「百 ひ ゃ く」 の 他 、 助 数 詞 ・

単位 の 例 と して は 、 「一は(派)、 一 は い(杯)、 一は く(泊)、 一は く(拍)、 一 はつ(発)、 一 は

ん(版)、 一ひ き(匹)、 一 ひ ょ う(俵)、 一 ひ ょ う(票)、 一 ふ ん(分)、 一へ ん(編)、 一 ほ

(歩)、 一ほ ん(本)」 な どが あ る。

3.3後 項 要 素 が ハ 行 音 で 始 ま る場 合 の 音 変 化



後 項 要 素 が ハ 行 音 で始 ま る場 合 は 、3.2.3で 見 た 前項 要 素 末 尾 の 促 音 化 と と もに 、後 項 要

素 に も音 変 化 が 見 られ る。

数 詞 「1・6・8・10」 が 前接 して促 音 化 して い る場 合 は 、後 項 要 素 の 頭 の ハ行 音 は バ行 音 に

な る。 た だ し、促 音 化 して い な けれ ば、 ハ行 音 の ま ま で あ る。 そ こで 、 「八 杯」 は 、 《は っぱ い》

また は 《は ち は い》 と な る。

数 詞 「3さ ん」 や 、 「何 な ん 」 が前 接 す る と き に は 、後 項 要 素 の頭 の ハ行 音 は、原 則 と して バ 行

音 また は バ行 音 に な る。 上 記 の例 で は 、 前者 に 相 当 す るの が 、 位 名 称 の 「百 」 や 「杯 、 匹 、俵 、

票 、本 」、後 者 に相 当す る の が 「派 、 泊 、 拍 、発 、版 、 分 、編 、歩 」 で あ る。 た だ し、前 者 の うち

「俵 、票 」 や 、 後 者 の うち 「歩 」 に つ い て は 、 バ 行 バ行 のゆ れ が あ りそ うで あ る。

ま た 、数 詞 「4よ ん」 が 前 接 す る と きに 、数 詞 「3」 が前 接 す る と きに バ 行音 に な る もの(つ

ま り後 者 の例 と して あ げ た もの)は 、後 項 要 素 の頭 の ハ行 音 が バ行 音 に な る こ とが あ る。 助 数 詞

に よっ て は必 ず とい うわ け で は な い の で 、例 え ば 「4分 」 は 《よんぷ ん》 だ が 、 「四泊 」 は 《よん

ぱ く》 また は 《よん は く》 で あ る。 「俵 、 票 」 は 数 詞 「3」 で もゆ れ が あ る うえ 、 「四俵 」 「四 票」

で も、《よん ぴ ょ一》 また は 《よん ひ ょ一》 とい うゆ れ が あ る よ うに 思 わ れ る。

な お 、 「一わ(羽)」 は特 殊 で 、数 詞 「10じ ゅ う」 が 前 接 す る とき の み促 音 化 す る こ とが あ り、

そ の と き後 接 要 素 で あ る助 数 詞 の頭 のハ 行 音 が バ 行 音 とな って 《じ ゅっぱ 》 また は 《じっぱ 》 と

な る(促 音 化 しな けれ ば 《じ ゅ一わ 》)が 、 「1・6・8」 で は ふ つ う促 音 化 しな い 。 また 、 数 詞

「3さ ん」 や 「何 な ん」 が前 接 す る ときに は 、 後 項 要 素 の 頭 の ハ 行 音 は 《さん ば 》 《な ん ば》 と 、

バ行 音 にな る こ とが あ る。

3.4後 項要 素 が 和 語 の 助 数 詞 の 場 合

和 語 助 数 詞 で も、 例 えば 「一つ ぶ 」 や 「一は こ(箱)」 や 「一 ふ くろ(袋)」 な ら 「八 粒 」 《は っ

つ ぶ 》 や 「六 箱 」 《ろ っぱ こ》 や 「十 袋 」 《じゅ っぷ くろ》 な い し 《じっぷ くろ》 の よ うに 、 同 じ

形 態 規 則 で促 音 化 す る こ とが あ る。 しか し、数 量1で は数 詞 は必 ず和 語 「1ひ と」 を 使 うた め 、

《ひ とつ ぶ》 《ひ とは こ》 《ひ とふ くろ》 の よ うに な る の で 、上 記 の漢 語助 数 詞 と同列 に は扱 え な

い 。 また 、数 量3・6・8・10で は 、 数 詞 自体 漢 語 の 「3さ ん ・6ろ く ・8は ち ・10じ ゅ う」 と

和 語 の 「3み ・6む ・8や ・10と(お)」 の ゆ れ が あ る。

また 、動 作 を あ らわ す 例 で は 、 《ひ と っぱ し り》 《ひ とっぷ ろ(あ び る)》 の よ うに 、 和 語 数 詞

「1ひ と」 で も促 音化(し 、 同 時 に後 接 す る助 数 詞 の ハ行 音 が バ行 音 に変 化)す る場 合 が あ る。

た だ し、 これ らは 数量1の 用 法 だ け で あ る。

3.5後 項 要 素 が 外 来語 の 助 数 詞 ・単 位 の 場 合

外 来 語 の助 数 詞 ・単 位 で は 、や や傾 向 が異 な る。 「1い ち」 「6ろ く」 「8は ち」は 促 音 化 しな い

こ とが多 い 。 た だ し、 「10じ ゅ う」 に つ い て は 、 原 則 と して 促 音 化 す る 。《じゅ っふ ら ん》 《に

じ ゅっか 一 とん》 な ど とな る。そ の他 に は 、 「一 カ ロ リー、 一 シ ー ト、 一 シ リン グ、 一ハ ロン、 一



フ ィー ト」 な ど。

一 方 で
、外 来 語 の助 数 詞 の 中 に は、 下 記 の よ うに か な り促 音 化 す る もの もあ る。 これ らの 場 合

は 、 「10じ ゅ う」 は 原 則 的 に 促 音 化 し、 「1い ち」 「6ろ く」 「8は ち 」 に つ い て 、促 音 化 す る か し

な い か は 、個 別 の助 数 詞 に よ って異 な る。 筆 者 の 判 定 に よれ ば 、 お よそ 次 の よ うに な る。

【外来語助数詞 ・単位の促音化】注(11)

1 6 8 10

例:一 カ ン(缶) ? 時としてする 時としてする する

一 キ ロ しない する 時 としてする する

一 ク ラ ス 時としてする する 時 としてする する

一 セ ン チ(cm) する しない する する

一 セ ン ト する しない する する

一 チ ー ム たいていする しない たいていする する

な お 、 外 来 語 の 助 数 詞 ・単位 の な か で 、形 態 的 に和 語 や 漢 語 に 見 られ な い の は 、語 頭 が バ 行音

の もの で あ る。 この 場 合 は 、 「10じ ゅ う」 は 原 則 的 に 、 「1い ち」 「6ろ く」 「8は ち」 は時 と して 、

促 音 化 す る。例 と しては 、 「一パ ック、 一 ピン、 一 プ ラ ン、 一ペ ー ジ、 一ペ ソ、 一 ペ ン ス、 一 ポ ン

ド」 な どが あ る。

また 、《じゅ っふ らん 》の 例 の よ うに 、促 音 化 して いて 、後 項 要 素 の 頭 が ハ 行音 で あ って も バ行

音 に は な らな い 。 「3さ ん」 「4よ ん」 の後 で も濁 音 化 しな い 。 つ ま り、 外来 語 の助 数 詞 ・単 位 は 、

どん な場 合 で も形 態 を変 化 させ な い で維 持 す るの が 原 則 で あ る。(1998.1.13.)

注

(1)こ の ように音声形態のは っき りしない場合が、ま まあるので、小学校 までの教科書や、 初級 ない し中

級 までの 日本語教科書は、総ル ビにすべ きである。

(2)数 詞 の形態、助数詞の形態、 アクセ ン トについては 日本放送協会(NHK)編(1966)『 日本語発音 ア

クセン ト辞典』(日 本放送 出版協会)の 、 「解説」 中の 「数 詞、助数詞の発音 とアクセ ン ト」(桜 井茂治 ・

秋永一枝)が 詳 しい。 また、数詞 ・助数詞の全体像 については、玉村文郎(1986)「 数詞 ・助数 詞 を め

ぐって」(『日本語学』5-8)が 、助数詞については、森 岡健二他編(1993)『 集英社国 語辞典 』(集 英

社)の 「付録」にある 「助数詞一覧」や、梅樟忠夫他監修(1995)『 日本語大辞 典 第二版』(講談社)の

「特集」 にある 「ことばの資料便覧」中の 「数え方 と助数 詞」 が、かな り詳 しい。

(3)「 千 円ポ ッキ リ」 「ジャス ト2000」 な ども類似の例。

(4)日 常 の使用頻度が高 く、 しか も形態的に注意が必要な助 数詞が使われ る代表 的な語群 と しては、 時 間

表現、特に 日付(「ついた ち」「よっか」 「じゅうよっか」 「はつか」「おおみそか」な ど)や 、人数(「 ひと

り、 ふた り、 さんにん、……」)な どがあ る。

(5)前 掲 『日本語発音 アクセン ト辞典』お よび、 日本語教育学会編(1982)『 日本語教育事 典』(大 修 館書

店)の 第1章 の 「資料」。数詞の形態の一部については、30年 を経 て、若干 変化 してい る よ うに思 われ

る。



(6)東 中川か ほる ・東雲裕子(1996)『 独 りで学べ る日本語文法』 インターンシップ ・プ ログラムス(発 売

元:凡 人社)の 、 「数詞」 の項。 日本語学習者にわか りやす く整 理 されている。

(7)前 掲 『日本語 発音 アクセン ト辞典』 では、それぞれ 《さんず ん》 《さんぞ一》《さんぞ 一》 とな ってい

る。

(8)「1い ち」 が促音化する例 は多 くあるが、「一睡(も せず)」 「一炊(の 夢)」 「一宿一飯(の 恩義)」 「一

掬(の 涙)」 な どは、ほ とん ど数量1に 限定 され るので、 以下にあげる例 からは除 いた。

(9)音 声 としては 「1いち」 「8は ち」 と後部 が共通 してい るはず の 「7しち」 は、促音化 しない。「いち」

「はち」 の 「ち」が入声音であ ったのに対 し、 「しち」 の 「ち」 は入声音でなか った、とい う事情に よる

もの と思われ る。現代語では 「7な な」 とい う和語 の形態 が多 く用い られ 「しち」はさほ ど使われない と

い うこともあ る。

(10)最 近の学校教育では、《じゅっ(ぽ ん)》 より 《じっ(ぽ ん)》 の方を標 準的な形態 と してい るよ うで あ

るが、実際には 《じゅっぽん》の方が よく使われ ているのではないか。

(11)こ の表の一部 につ いては、例えば 「1いち」 「8は ち」 のチ と 「一チ ーム」 のチが、 「6ろ く」 の クと

「一クラス」のクが同音で無声子音であ って、間の母音 が無 声化 しやすい ことか ら、促音化 しやすい、と

い う説明 もできそ うである。

な お、 この 「一チーム」「一クラス」や 「一カ ン(缶)」 は和語でな く外来語 の助数詞 であるに も関わ ら

ず、数量1・2で は 《ひとち 一む》《ふたち一む》、《ひ とくらす》《ふ た くらす 》、《ひ とか ん》 《ふ たか

ん》 の ように、和語数詞 「1ひ と」 「2ふた」を使 って言 うことが ある。特に 「一 カン(缶)」 では、《い

ちか ん》 または 《い っか ん》 とか、《にかん》 とか言 う方 がむ しろまれであろ う。その意味で、これ らは

和語化 してい るとみなす こともできよ う。

また、 「一キ ロ」 について、本学部国際文化学科の 日木満助教授か ら、あ る学 生 が 内省 と して 「キ ロ

メー トルの意味では 《い っきろ》 と言わないが、キ ログ ラムの意味 でな ら 《い っきろ》 と言 う」 と述べた

とい う情報 を教えていただいた。 日常 に定着 してい る度合い の差が、形態に反映 している と考 え るべ き

かも しれ ない。
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